
 
 

photo 花鳥様 

今月の句  

曇りなき 心の月を さきたてて 

   浮世の闇を 照らしてぞ行く （伊達政宗辞世の句） 



 
 

編集後記  
 今年も残すところあと２ヶ月となりました。立冬も過ぎま
したので、増々寒くなり、体調管理が重要なポイントとなり
ます。皆様は風邪予防など、暮らしの中で何か対策をとって
いらっしゃるでしょうか。大切なのは自身の免疫力を高める
こと、それには十分な睡眠が重要です。最近「睡眠負債」と
いう新しい言葉を耳にします。僅かな睡眠不足が重なると生
活や仕事の質が低下し、様々な疾病に繋がる恐れがあるそう
です。寝不足を甘く見てはいけないのですね。日本人の約４
割が睡眠時間６時間未満であり睡眠不足の傾向にあるとか。
健康維持、仕事をはじめ日中の活動の効率アップの為にも 20
代～50 代であれば１日 7～8 時間の睡眠が良いとされていま
す。睡眠時間の確保には生活習慣の見直しも効果的ですね。
秋の夜長は程々に、快適な睡眠の為のグッズ探しや環境を整
えるなど楽しみながら質の良い睡眠を研究してみませんか。
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厚生労働省は、労働条件についての知識をクイズ形式で
学べるスマートフォンアプリ 

『労働条件（RJ）パトロール！』 
を公開しました。

 
【ダウンロードはこちらから】 

http://www.check-roudou.mhlw.go.jp/ 
 
 主なコンテンツの内容は以下の通りとなっています。

 
●クイズ機能  
 個性豊かなキャラクターと一緒に労働環境に問題の 
 ある架空の会社をパトロールし、労働法令の違反に該
当する台詞を見つけだします。全６章の会話形式のス
トーリーを楽しみながら労働関係法令を学習できま 
す。 
 

●関係法令一覧  
 クイズ機能と連動し、関係のある法令を一覧で紹介し

ます。関連法令の一覧からは労働条件ポータルサイト
（「確かめよう労働条件」）を参照することができ、 
最新の関連法令に関する情報を確認することができ 
ます。  

 
●相談機関・窓口紹介  
 都道府県労働局・労働基準監督署及び総合労働相談コ
ーナー、労働条件相談ほっとライン、労働基準関係情
報メール窓口を紹介しています。労働に関わる各種相
談機関の情報をスマートフォンアプリから手軽に調 
べることができます。  
 
事業主・労務管理担当者の方へ というページも
あります。厚生労働省がどのような情報を発信し
ているのか、一度確認してみましょう。 

ＴＯＰＩＣＳ 
●11 月 13 日からマイナンバーカード本格運用開始 

行政手続を行う際にマイナンバーカードを使え
ば、住民用の写しや課税証明書などの提出が不要
となる「情報連携」の制度が、11 月 13 日より本
格的にスタートします。約 1,800 件ある手続きの
うち、運用開始時点で 853 件が簡素化できる。た
だ、カードを持っている人の割合は全体の 10％
（10 月 31 日時点）にとどまっています。 

 
●若林区新井地区の町名地番変更に伴う手続について 

若林区荒井、伊在、六丁目、蒲町に事業所所在地
があり、平成 29 年 9 月 16 日から住所表示が変更
されている場合であっても、各機関での住所表示
は自動的に変更されません。 

 
●労働保険：名称・所在地等変更届 
●雇用保険：事業主事業所各種変更届 
●社会保険：適用事業所所在地・名称変更届（管轄内）

 の届け出が必要です。

事業主・労務管理担当の⽅ へのＱ＆Ａでは… 
 
Ｑ「ブラック企業」と⾔われないためにはどうすれ

ば良いの？ 
Ａ 厚⽣労働省においては、「ブラック企業」につ

いて定義していませんが、⼀般的な特徴として、
① 労働者に対し極端な⻑時間労働やノルマを課
す、② 賃⾦不払残業やパワーハラスメントが横
⾏するなど企業全体のコンプライアンス意識が
低い、③ このような状況下で労働者に対し過度
の選別を⾏う、などと⾔われています。 
したがって、企業としては、このような問題点が
⽣じないよう、企業全体でコンプライアンス意識
を⾼く持ち、労働条件、就業環境を改善していく
ことが⼤切です。 


